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韓国で、３ヶ月ぶり豚コレラ発生！

５月８日全羅北道益山市での発生後、３ヶ月間発生が確認されていません

でしたが、８月７日、１８日及び２５日に３農場で新たな豚コレラの発生が

あったことが確認されました。

本年３月１８日の全羅北道益山市での初発以降、９月１７日までに６道

２５市郡の合計６８農場で豚コレラの発生が確認されたことになります。

◆発生農場の状況

●今回新たに発生のあった３農場はその地域が既に感染のあった地

域 で あ り 、 他 農 場 か ら の 豚 を 導 入 し た 後 に 適 切 な ワ ク チ ン 接 種 を

行わなかった結果であると推測されています。

●３戸の発生農場においては、約２，２００頭が殺処分された。

◆現在の韓国における防疫措置

●発生農場における全ての豚を殺処分（約９万８千頭）。

●発生農場半径１０ km内 の家畜移動制限。

●済州道を除く韓国全土において豚コレラワクチンの接種が実施さ

れ、４月１７日に第１回目のワクチン接種が終了し、５月１０日に

第２回目のワクチン接種が終了しています。

●今回の３農場の発生を踏まえ、全国的なワクチン接種活動の違反者

に 対 し 、 罰 金 （ ５ ０ ０ 万 ウ ォ ン 以 下 ） を 課 す こ と と し て 、 豚 コ レ＊

日本円でおよそ５０万円ラ防疫要領を改正中です。 ＊

◆日本の状況

平成１２年１０月以降、豚コレラ撲滅達成に向け全国的にワクチン

接種が中止されその後、農場豚の臨床検査、病性鑑定、抗体サーベ

イランスほか清浄性維持確認調査が継続されています。平成１５年

６月末現在、全国のワクチン接種中止農家９，０９６戸（飼養戸数

の９３．５％）のうち９，０５０戸（飼養戸数の９３．０％）にお

いて家畜防疫員の立入検査などにより清浄性が確認されています。

飼養豚に異常など確認された場合には、

家畜保健衛生所まで

至急ご連絡ください。
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